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令
和
７
年
度
一
般
会
計
決
算
の

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

○
主
な
内
容

　

歳
入
決
算
額
は
１
０
５
９
億
７

５
７
４
万
円
、
歳
出
決
算
額
は
１

０
３
１
億
６
９
６
５
万
円
と
な
り
、

翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
３
億
３
０

１
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

は
25
億
３
０
７
万
円
と
な
り
ま
す
。

○
歳
入
の
主
な
も
の

　

市
税
は
、
３
１
１
億
５
５
６
６

万
円
（
29
・
４
％
）
で
、
前
年
度

比
18
億
２
５
３
８
万
円
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
方
特

例
交
付
金
の
皆
減
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
が
、
市
民
税
個
人
や
固
定
資

産
税
の
増
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
決
算
を
認
定

　
・
北
春
日
部
駅
周
辺
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

助
成
条
例
の
一
部
改
正
を
可
決

・
早
期
に
小
中
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
請
願
を
採
択

令

和

７

年

度

一
般
会
計
決
算
を
認
定

　

次
に
、
国
か
ら
の
補
助
金
な
ど

で
あ
る
国
庫
支
出
金
は
、
１
９
７

億
５
４
０
万
円
（
18
・
６
％
）
で
、

前
年
度
比
１
億
３
８
３
４
万
円
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

児
童
手
当
負
担
金
な
ど
の
増
が
あ

り
ま
し
た
が
、
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

減
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

次
に
、
地
方
交
付
税
は
、
１
３

９
億
３
２
８
２
万
円
（
13
・
１
％
）

で
、
前
年
度
比
８
億
８
９
６
３
万

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
市
債
は
、
１
３
４
億
７

８
０
万
円
（
12
・
６
％
）
で
、
前

年
度
比
64
億
４
１
６
１
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
中

学
校
等
施
設
長
寿
命
化
推
進
事
業

債
や
小
学
校
避
難
所
環
境
整
備
事

業
債
な
ど
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

○
歳
出
の
主
な
も
の

  

歳
出
に
占
め
る
割
合
の
大
き
い

民
生
費
は
、
４
４
１
億
１
８
２
２

万
円
（
42
・
８
％
）
で
、
前
年
度

比
６
６
１
８
万
円
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
活
保
護
事

業
な
ど
の
増
が
あ
り
ま
し
た
が
、

低
所
得
者
支
援
給
付
金
（
追
加

分
）
給
付
事
業
の
皆
減
や
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
の
減

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

次
に
、
教
育
費
は
、
１
５
７
億

７
４
３
９
万
円
（
15
・
３
％
）
で
、

前
年
度
比
59
億
３
８
９
０
万
円
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

中
学
校
等
施
設
長
寿
命
化
推
進
事

業
お
よ
び
小
学
校
避
難
所
環
境
整

備
事
業
な
ど
の
増
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

次
に
、
総
務
費
は
、
１
４
９
億

４
７
５
４
万
円
（
14
・
５
％
）
で
、

前
年
度
比
57
億
３
３
２
１
万
円
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
増
な
ど

令和7年度　一般会計決算
歳入総額　1059億7574万円 歳出総額　1031億6965万円

市　税
3,115,566

29.4％

市　債
1,340,780

12.6％
国庫支出金
1,970,540

18.6％
地方交付税
1,393,282

13.1％

県支出金
705,951

6.7％

地方消費税交付金
574,244

5.4％

その他
307,321

2.9％

繰入金
440,696

4.2％

民生費
4,411,822

42.8％

公債費
677,297

6.6％

土木費
846,286

8.2％

衛生費
814,333

7.9％

総務費
1,494,754

14.5％
教育費

1,577,439
15.3％

歳出合計
10,316,965

※計数については、それぞれ四捨五入をしているため、合計において一致しないものがあります。

労務費
1,390
0.0％

商工費
78,276
0.8％

消防費
323,869

3.1％

歳入合計
10,597,574

単位：万円単位：万円

農林水産業費
47,188
0.4％

議会費
40,384
0.4％

諸支出金
3,927
0.0％

諸収入
272,054

2.6％

繰越金
384,128

3.6％

使用料及び手数料
93,012
0.9％
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に
よ
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
土
木
費
は
、
84
億

６
２
８
６
万
円
（
８
・
２
％
）
、

前
年
度
比
８
億
２
７
１
２
万
円
の

増
。
衛
生
費
は
、
81
億
４
３
３
３

万
円
（
７
・
９
％
）
、
前
年
度
比

１
２
６
７
万
円
の
増
。
公
債
費
は
、

67
億
７
２
９
７
万
円
（
６
・

６
％
）
、
前
年
度
比
１
億
２
７
５

７
万
円
の
減
。
消
防
費
は
、
32
億

３
８
６
９
万
円
（
３
・
１
％
）
、

前
年
度
比
１
億
８
４
９
９
万
円
の

増
。
商
工
費
は
、
７
億
８
２
７
６

万
円
（
０
・
８
％
）
、
前
年
度
比

２
億
２
８
５
９
万
円
の
減
。
農
林

水
産
業
費
は
、
４
億
７
１
８
８
万

円
（
０
・
４
％
）
、
前
年
度
比
７

２
９
５
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
【
賛
成
多
数
で
認
定
】

決算概要
はこちら

↓

討
　
論

子

育

て

も

老

後

も

安

心

の

市
政
実
現
を
積
極
的
に
進
め
る

こ
と
を
求
め
反
対
（
日
本
共
産
党
）

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
と
も
赤

字
が
な
く
、
国
の
示
す
「
健
全
化

判
断
比
率
」
を
大
き
く
下
回
っ
て

い
る
の
で
、
市
の
財
政
は
「
健

全
」
な
状
態
と
い
え
ま
す
。

　

た
だ
し
、
納
税
義
務
者
の
平
均

所
得
は
３
３
８
万
円
で
す
。
県
内

平
均
の
３
８
１
万
円
と
比
べ
る
と

43
万
円
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

６
年
度
は
38
万
円
で
し
た
か
ら
、

１
年
間
で
５
万
円
も
の
差
が
広
が

っ
て
い
る
こ
と
は
深
刻
で
す
。
働

く
世
代
の
人
口
減
少
が
大
き
く
影

響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
は
、
全
国
的
な
傾

向
で
す
が
、
本
市
で
は
、
５
年
間

で
、
子
育
て
世
代
で
あ
る
30
歳
～

40
歳
代
が
合
わ
せ
て
７
１
３
８
人

も
減
少
し
て
お
り
、
深
刻
に
受
け

止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

将
来
を
見
据
え
た
、
子
育
て
世

代
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
思

い
切
っ
た
施
策
を
つ
く
り
、
実
行

す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
子
育
て
も
老
後
も
安
心
な
市

政
実
現
を
目
指
し
て
積
極
的
な
施

策
を
進
め
る
こ
と
を
求
め
、
反
対

し
ま
す
。

次
年
度
予
算
へ
と
つ
な
が
る
重
要

な
材
料
と
し
て
、
最
大
限
活
用

す

る

こ

と

を

強

く

期

待

し

賛
成
（
自
民
・
無
所
属
の
会
）

　

今
回
の
決
算
認
定
に
当
た
り
、

１
点
申
し
た
い
こ
と
が
あ
り
、
そ

れ
は
、
決
算
を
次
年
度
以
降
の
予

算
編
成
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て

い
く
の
か
と
い
う
点
で
す
。

　

決
算
は
単
に
使
っ
た
お
金
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、

ど
の
事
業
に
ど
れ
だ
け
の
予
算
を

計
上
し
、
そ
の
う
ち
ど
れ
だ
け
執

行
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
結
果
、
市

民
に
ど
の
よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

　

そ
し
て
、
そ
の
検
証
結
果
を
次

の
予
算
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て

い
く
の
か
、
そ
こ
ま
で
い
っ
て
初

め
て
決
算
審
査
の
意
味
が
あ
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
令
和
９
年

度
当
初
予
算
の
編
成
に
当
た
っ
て

は
、
令
和
７
年
度
決
算
の
執
行
実

績
に
合
わ
せ
て
、
令
和
８
年
度
の

執
行
状
況
に
つ
い
て
も
十
分
に
確

認
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　

　

令
和
７
年
度
決
算
を
一
つ
の
区

切
り
と
し
て
終
わ
ら
せ
る
の
で
は

な
く
、
令
和
９
年
度
当
初
予
算
へ

と
つ
な
が
る
重
要
な
材
料
と
し
て
、

最
大
限
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
強
く
期
待
し
、
一
般
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て
賛
成
し
ま
す
。

必
要
な
投
資
と
将
来
世
代
へ
の

負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た

財

政

運

営

を

求

め

賛

成

（

無

所

属

）

　

令
和
７
年
度
の
将
来
負
担
比
率

は
44
・
７
％
と
な
り
、
令
和
６
年

度
の
34
・
２
％
か
ら
、
10
・
５
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。
将
来
負

担
比
率
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
自

治
体
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
債

務
な
ど
が
、
標
準
財
政
規
模
に
対

し
て
ど
の
程
度
あ
る
の
か
を
示
す

指
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

必
要
な
公
共
施
設
整
備
や
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
投
資
を
行
え

ば
、
将
来
負
担
が
生
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
将
来
負
担
比
率
が
短

期
間
で
大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
以

上
、
そ
の
要
因
を
把
握
し
、
今
後

の
大
型
事
業
も
含
め
た
財
政
運
営

を
慎
重
に
見
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

必
要
な
投
資
を
止
め
る
の
で
は

な
く
、
必
要
な
投
資
と
将
来
世
代

へ
の
負
担
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う

取
る
の
か
、
そ
し
て
将
来
世
代
に

過
度
な
負
担
を
先
送
り
し
な
い
た

め
に
、
市
と
し
て
ど
の
水
準
を
一

つ
の
目
安
と
し
て
財
政
運
営
を
行

う
の
か
、
今
後
、
よ
り
明
確
な
考

え
方
を
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

求
め
、
一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て
賛
成
し
ま
す
。

健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に

努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
し

賛
成
（
次
世
代
　
か
す
か
べ
！
）

　

経
済
の
緩
や
か
な
回
復
基
調
を

背
景
と
し
つ
つ
、
必
要
な
財
源
を

確
保
し
た
上
で
、
春
日
部
駅
付
近

連
続
立
体
交
差
事
業
を
は
じ
め
と

し
た
大
規
模
事
業
や
葛
飾
中
学
校

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
工
事
や
学
校
体

育
館
の
空
調
整
備
な
ど
喫
緊
で
必

要
と
な
る
事
業
、
物
価
高
騰
対
策

と
し
て
の
各
種
事
業
、
福
祉
や
子

育
て
な
ど
社
会
的
な
要
請
に
応
え

た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
で
き

た
も
の
と
評
価
し
ま
す
。
そ
の
中

で
、
財
政
調
整
基
金
の
積
み
増
し

や
、
必
要
な
事
業
の
実
施
と
財
政

の
健
全
化
の
両
立
を
達
成
で
き
た

決
算
で
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
の
財
政
運
営
に

目
を
向
け
る
と
大
規
模
事
業
が
ま

だ
多
く
控
え
て
お
り
、
人
件
費
や

物
価
高
騰
な
ど
に
伴
う
各
種
経
費

の
増
加
な
ど
も
想
定
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
れ
ら
の
影
響
を
十
分

考
慮
し
、
財
政
の
健
全
性
を
損
な

う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
、
住
み
続
け
た
い
、
住
ん

で
み
た
い
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る

春
日
部
市
の
実
現
に
向
け
て
、
持

続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
要
望
し
、
賛
成
し

ま
す
。
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 ９ 月 定 例 会 　 審 議 結 果
市長提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議案番号
　　議　　案　　名　　　 

　 （　）は付託委員会名
審議結果

自

民
・
　
　
　

 

無
所
属
の
会

次
世
代
　
　
　

 

か
す
か
べ
！

公

明

党

日
本
共
産
党

立
憲
民
主
党

日
本
維
新
の
会

国
民
民
主
党

無

所

属

議案第 71 号
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一
部改正

（厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 72 号
行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の
一部改正

（総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 73 号 認可地縁団体印鑑条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 74 号 北春日部駅周辺地区土地区画整理事業助成条例の一部改正 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 75 号 市立体育施設条例の一部改正 （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 76 号
葛飾中学校リノベーション工事請負契約の議決内容の一部
変更

（教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 77 号 財産の取得（市立小学校における学習者用端末） （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 78 号 令和７年度下水道事業会計未処分利益剰余金の処分 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 79 号 令和７年度一般会計決算認定 （各委員会）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第 80 号 令和７年度国民健康保険特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○2
× 1

　

北
春
日
部
駅
周
辺
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
に
お
け
る
助
成
の
範

囲
の
見
直
し
に
伴
い
、
規
定
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　

条
例
改
正
の
主
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
助
成
対
象
事
業
の
そ
の
他

道
路
に
つ
い
て
、
歩
行
者
専
用
道

路
を
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
に

改
め
る
も
の
で
す
。

　

次
に
、
助
成
対
象
事
業
の
雨
水

流
出
抑
制
施
設
に
つ
い
て
は
、
雨

水
流
出
抑
制
施
設
の
整
備
に
係
る

用
地
費
相
当
額
、
補
償
お
よ
び
築

造
に
要
す
る
費
用
の
３
分
の
１
以

内
（
市
民
が
利
活
用
す
る
施
設
に

つ
い
て
は
、
築
造
に
要
す
る
費
用

の
３
分
の
２
以
内
）
を
雨
水
流
出

抑
制
施
設
の
整
備
に
係
る
用
地
費

相
当
額
お
よ
び
補
償
に
要
す
る
費

用
の
２
分
の
１
以
内
、
築
造
に
要

す
る
費
用
の
10
分
の
10
以
内
に
改

め
る
も
の
で
す
。

　

附
則
に
つ
い
て
は
、
第
１
項
は
、

こ
の
条
例
の
施
行
期
日
を
公
布
の

日
か
ら
と
し
、
改
正
後
の
規
定
は

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
す

る
も
の
で
す
。

　

第
２
項
は
、
経
過
措
置
を
定
め

る
も
の
で
す
。

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

北
春
日
部
駅
周
辺
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
助
成

条
例
の
一
部
改
正
を
可
決

○
請
願
要
旨

　

今
年
４
月
よ
り
国
の
制
度
と
し

て
、
公
立
小
学
校
の
給
食
費
が
負

担
軽
減
さ
れ
、
春
日
部
市
で
は
基

準
額
（
５
２
０
０
円
）
を
超
え
る

部
分
は
市
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、

４
月
か
ら
10
月
を
市
が
負
担
し
て

無
償
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校

給
食
費
の
残
り
11
月
か
ら
来
年
３

月
に
つ
い
て
も
、
市
独
自
に
無
償

に
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
と
も
に
、

来
年
度
以
降
も
小
中
学
校
給
食
費

の
完
全
無
償
化
を
求
め
ま
す
。　

　

○
請
願
者

　

春
日
部
市
教
職
員
組
合

　
　
　
　

委
員
長　

城
所　

真
美

　

新
日
本
婦
人
の
会
春
日
部
支
部

　
　
　
　

支
部
長　

小
泉
恵
美
子

　

新
日
本
婦
人
の
会
庄
和
支
部

　
　
　
　

支
部
長　

堀
江　

美
津

　
　
　
　
　
【
全
員
一
致
で
採
択
】

早
期
に
小
中
学
校
給
食
費
の

完
全
無
償
化
を
求
め
る
請
願

請

願

討
　
論

国
の
動
き
を
待
た
ず
に
、
完
全

無
償
化
に
踏
み
出
す
こ
と
を

要
望
し
賛
成
（
日
本
共
産
党
）

　

本
市
は
基
準
額
を
超
え
る
金
額

を
負
担
し
て
、
小
学
校
で
は
給
食

費
の
負
担
な
く
無
償
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
中
学
校
に
お
い
て
は
限

定
的
な
無
償
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
請
願
は
、
保
護
者
が
学
校
に

納
め
る
お
金
の
中
で
、
給
食
費
が

年
間
５
万
円
か
ら
６
万
円
と
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
こ
ど
も

た
ち
が
給
食
費
の
心
配
な
く
安
心

し
て
学
校
に
通
え
る
よ
う
に
、
小

中
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を

求
め
た
請
願
で
す
。

　

公
立
中
学
校
給
食
の
無
償
化
に

つ
い
て
は
、
全
国
知
事
会
が
政
府

に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、

本
来
、
国
の
責
任
に
お
い
て
一
律

に
実
施
す
べ
き
で
あ
り
、
全
額
国

庫
負
担
で
実
施
す
る
よ
う
に
見
直

す
こ
と
、
支
援
の
基
準
額
は
、
実

際
の
食
材
費
の
水
準
を
適
切
に
反

映
し
、
保
護
者
や
地
方
自
治
体
に

負
担
が
生
じ
な
い
仕
組
み
と
す
る

こ
と
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
隣
で
は
、
加
須
市
、
久
喜
市
、

幸
手
市
が
中
学
校
の
給
食
費
の
無

償
化
に
踏
み
出
し
ま
し
た
。
子
育

て
世
帯
の
保
護
者
の
切
実
な
願
い

で
あ
り
、
義
務
教
育
を
無
償
と
す

る
憲
法
26
条
の
精
神
に
の
っ
と
り
、

本
市
で
も
国
の
動
き
を
待
た
ず
に
、

小
中
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化

に
踏
み
出
す
こ
と
を
強
く
要
望
し
、

こ
の
請
願
に
賛
成
し
ま
す
。



かすかべ議会だより
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市長提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議案番号
　　議　　案　　名　　　 

　 （　）は付託委員会名
審議結果

自

民
・
　
　
　

 

無
所
属
の
会

次
世
代
　
　
　

 

か
す
か
べ
！

公

明

党

日
本
共
産
党

立
憲
民
主
党

日
本
維
新
の
会

国
民
民
主
党

無

所

属

議案第 81 号 令和７年度後期高齢者医療特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第 82 号 令和７年度介護保険特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第 83 号
令和７年度春日部都市計画事業西金野井第二土地区画整理
事業特別会計決算認定

（建　　設）認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 84 号 令和７年度市立看護専門学校特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 85 号 令和７年度水道事業会計決算認定 （建　　設）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第 86 号 令和７年度病院事業会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 87 号 令和７年度下水道事業会計決算認定 （建　　設）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第 88 号 令和８年度一般会計補正予算（第２号） （総務・厚生福祉
  ・教 育 環 境 ）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 89 号 令和８年度一般会計補正予算（第３号） （各委員会）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 90 号 令和８年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○2
× 1

議案第 91 号 令和８年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 92 号 令和８年度介護保険特別会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 93 号
令和８年度春日部都市計画事業西金野井第二土地区画整理
事業特別会計補正予算（第１号）

（建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 94 号 令和８年度市立看護専門学校特別会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 95 号 令和８年度水道事業会計補正予算（第２号） （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 96 号 令和８年度病院事業会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 97 号
大沼公園広域受援拠点施設整備工事請負契約の議決内容の
一部変更

（教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 98 号 裁判上の和解 （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 99 号 令和８年度一般会計補正予算（第４号） （厚生福祉・
 教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第100号 損害賠償の額を定める （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第101号 令和８年度病院事業会計補正予算（第２号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請　願 （○：賛成　╳：反対）

請願番号
　　請　　願　　名　　　 

　 （　）は付託委員会名
審議結果

自

民
・
　
　
　

 

無
所
属
の
会

次
世
代
　
　
　

 

か
す
か
べ
！

公

明

党

日
本
共
産
党

立
憲
民
主
党

日
本
維
新
の
会

国
民
民
主
党

無

所

属

請願第  6 号
健康福祉センター（ゆっく武里）の利活用について計画段階
から利用者・地域住民とともに検討することを求める請願

（厚生福祉）不 採 択 × × × ○ × × × ○1
× 2

請願第  7 号 早期に小中学校給食費の完全無償化を求める請願 （教育環境）採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議案番号
　　議　　案　　名　　　 

　 （　）は付託委員会名
審議結果

自

民
・
　
　
　

 

無
所
属
の
会

次
世
代
　
　
　

 

か
す
か
べ
！

公

明

党

日
本
共
産
党

立
憲
民
主
党

日
本
維
新
の
会

国
民
民
主
党

無

所

属

議第16号議案 化学物質過敏症に関する対策強化を求める意見書 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 17 号議案
「防災庁」発足を見据えた地方自治体との連携強化および
防災体制の抜本的強化を求める意見書

（付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 18 号議案
２６年産米の暴落を阻止し、需給環境を改善するため、政
府備蓄米の早期・確実な買い戻しを求める意見書

（付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○2
× 1

議第 19 号議案 比例定数削減を行わないことを求める意見書 （付託省略）否　　決 × × ○ ○ ○ × ○ ○1
× 2

議第 20 号議案 非核三原則の堅持を求める意見書 （付託省略）原案可決 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○1
× 2

議第 21 号議案 殺傷武器の輸出規制撤廃に反対する意見書 （付託省略）否　　決 × × ○ ○ × × × ○1
× 2

議第 22 号議案
ＩＣＣの赤根所長に対する米国による制裁の即時撤回と、
赤根所長を支持・保護する表明をすることを求める意見書

（付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○2
× 1


